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半旬平均気圧場の変動と天候

その2　梅雨期の大雨の予想＊

加 藤 久 雄＊＊

　要旨：筆者は以前から長期予報に利用するために半旬平均気圧（高度）場の変動と天候との関係を調査し

ており，その南北変動に着目すると寒候期には2～3半旬先までの，また暖候期には1～2半旬先までの天

候の大勢が予想できることをこれまでに明らかにした

　しかし暖候期とくに梅雨期には太平洋中部から西進してくる顕著な気圧波が現われ日本付近の天候（とく

に大雨の発現）に大きな影響を与えることがしばしば経験される．そこで今回はこの関係について調査した．，

その結果，梅雨期の東海地方の大雨は500N，1800E付近における顕著な気圧上昇ならびにその西方への伝

播と密接な関係があることが明らかになった．寒候期における日本付近の持続的な大寒波は高緯度における

リヅジの西進に関連するものが多いことはすでに示した通りであり，結局寒候期にも梅雨期にも北方の顕著

な高圧部の逆行が日本付近の異常天候をもたらしていることに注意を喚起したい．

　1．　はしがき

　半旬平均気圧図上では気圧パタソは日々の綜観天気図

におけるような連続性はなく，その追跡は困難であると

一般に考えられているようであるが，半旬平気圧パタソ

も見かたにょってはかなりの連続性があり，この連続性

を利用して将来の半旬気圧パタソの大勢を予想すること

が可能なようである．筆者はこのような基礎に立った天

候予報一それはその方法から必然的に半旬平均天気の

予想であり，その予想可能な期間も最長1か月（現在は

まだ半月程度）とみられ，方法的にも有効期間からみて

もちようど連続的な谷の追跡によって毎日の天気の予想

を行っている現在の週間予報と，不連続的な相関や周期

等によって月あるいは季節の予報を行っている現在の季

節予報の中間をカパーするものとなる一一を試みており

その予想法の一般則を得るため色々調査を行っている．

　はじめに寒候期における気圧南北変動にっいて調査

し，寒候期には高緯度から南下する優勢な気圧波があ

り，これに着目することによって天候の大勢を2～3半

旬先まで予想でき’ることを報告した1）．次に暖候期にっ

いて調査し，暖候期には高緯度から南下する気圧波と低

緯度から北上する気圧波とがあり，天候の大勢は両波の
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消長によってぎまり，これらの関係に着目することによ

って1～2半旬先までの天候の大勢を予想できることを

明らかにした2）．

　しかしながら，筆者が前報告2）で指摘しておいたよ5

に，援候期とくに梅雨期には太平洋中部から西進してく

る顕著な気圧波が現われ日本付近の天候に大きな影響を

与えることがしばしば経験される．そこで今回はこの関

係にっいて，とくに大雨（または多雨）の時期（半旬単

位）の予報の可龍性にっいて調査した．調査期間は1956

～62年の7年間の5月初めから7月末までにっいてであ

る．
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　2．東海地方の大雨の一覧表

　この調査では大雨として次の条件をそなえたものをと

りあげた．

　（1）東海地方の相当な地域で4日以上にわたって降水

　　がある．

　（2｝その間に東海地方のどこかで日雨量100ミリ以上

　　の降水がある．

　そのような大雨は調査期間中に10回あった．その月日、

は第1表に示すようである3）．

　5．　大雨の発現した半旬の地上平均気圧場の特徴

　第1表の10回の大雨にっいて大雨のおきた半旬（半旬

以上にわたる長雨についてはその最初の半旬・第1表註

参照）における半旬平均地上気圧偏差の中心域を調べた

ところ第1図のようになった．

　すなわち，大雨の半旬には10回のうち9回まで，正雁

職天気”11．2．



半旬平均気圧場の変動と天候 59

第1表　東海地方の梅雨期の大雨の一覧表

識別番号

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10

年　　月　　日

19566．23～7．6

　57　　7．　1～7．10

　57　　7．24～7．29

　586．27～7．4

　58　　7．19～8．　2

　59　　6．　4～6．12

　59　　6．29～7．19

　61　　6．24～6．29

　62　　6．　3～6．14

　62　　7．　2～7．　5

大雨半旬＊

6，25～6．29

6．30～7．4

7．25～7．29

6．30～7．4

7．20～7．24

6・5～6・9

6．30～7．4

6．25～6．29

6．5～6．9

6．30～7．4

半旬平均地上気圧正偏差主域の移動

　日本の東方で逆行後順行

、日本の北東で逆行し，西方より順行の別のものと合体後順行

∫

　日本の東方で逆行後順行

　日本の北西方で逆行後順行して通過

／日本の東方で逆行後∫f頁行

∫
　フィリッピソから北東進

註：＊各種気象要素の半旬平均値の計算は，1月1日より5日間ずつ定められた期間について計算するので，

　それと対応させるため実際の大雨の初まりとほぐ一致した上記の半旬を大雨半旬としてえらんだ．
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第1図　東海地方梅雨期大雨半旬の半旬平均気

　圧偏差中心の分布図

　　×正の中心　数字は第1表の識別番別
　　●負の中心

差域の中心が400～60。N，160。E～170。W付近に存在

し，例外はNo・10のケースだけである．なお，この9

回のうち4回は日本の南200E，120。E付近にも同時に

中心が存在した．

　一方，負域の中心は主に日本付近からその西方一帯に

散布するが，このほか正域の主集中域の南方および北方

にもいくらか集中している．

　かくして東海地方の大雨は半旬平均気圧場では主な正

偏差中心は日本の東または東北方に存在し，一方負偏差

中心は日本付近からその西に存在し，東西の気圧傾度が

強まり，南方からの気流の北上を好都合にするような場

でおきていることになる．なお，No．10のケースでも

後に示されるようにその2～3半旬前には1800E付近で

顕著な気圧上昇があり，かならずしも例外ではないかも

知れないが，その後この偏差域ははるかに北西進してし

まい大雨と関係があったと見られる南方の正域はフィリ

ッピソ方面から北上してきたものであるので，この大雨

はむしろ，南北の気圧変動に関連するものであり，前報

告2）ですでに取扱ったところであるのでこ・では詳述し

ない．

　次に正偏差域の移動の模様を見るため大雨の半旬より

それぞれ1～3半旬前までの正偏差中心の位置を調べ
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第2図　東海地方，梅雨期大雨の1半旬前の半

　旬平均気圧偏差正域の中心

た．

　3半旬前（第4図）には正偏差中心は500N，160。W

を中心とする地域に集中しており，2半旬前（第3図）に

はそれよりや・西の60。N，1800Eを中心とする地域に，・

また1半旬前（第2図）には日本にもっとも接近し，450‘

N，160。Eを中心とする地域に主に集中している．、

　かくして，各半旬ごとの偏差中心域の移動は結局第4
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り，東海地方の梅雨期の大雨の大部分は日本の東方にお

ける気圧上昇ならびにその逆行運動（西方への伝播）と

関連していることになる。

　いま，このような日本の東方で逆行を示した8回のケ

ース（第2表のA　I型とA　H型）について大雨時の半旬

平均気圧偏差の合成図を示すと第5図のようになった．

第3図　東海地方梅雨期大雨の2半旬前の半旬
　平均気圧偏差正域の分布
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第4図　東海地方梅雨期大雨の3半旬前の半旬

　平均気圧偏差正域の中心

　　黒点は大雨の3半旬前から大雨半旬までの
　　各半旬の正偏差中心集中域の中心，矢印は

　　その移動を示す

！図中に太線で示したようになる．

　なお，個々のケースの主正偏差域の移動は第1表に示

したようである．

　かくして大雨の10回のケースを半旬平均気圧偏差域の

分布ならびにその移動から分類すると第2表のようにな

第5図　東海地方大雨半旬における半旬平均地

　上気圧偏差合成図

　　第1表のNo・5　とNo。10を除く，数値
　　はmb．

　当然のことながら，第1図の偏差中心分布図に見られ

たとまったく同様の傾向が示されている．すなわち，正

偏差域は最も顕著なものが500N，180。Eを中心とする

地域にあり，またフィリッピソ付近から北東にのびる地

域にもある．一方，負偏差は50。N，180。Eの顕著な正

偏差域の南（20。N，1700Eを中心とする地域）と北（800

N，140。Eを中心とする地域）および印度方面から日本

付近までのびる地域とに見られる（但し，印度からチベ

ット方面の状況は平年値の精度に疑問があり，あまり信

頼できない）．

　4．500N，1800E地点の気圧に着目した大雨予想

　前述のように東海地方の大雨のほとんどの場合が50。

第2表　梅雨期大雨の半旬平均気圧場の特徴による分類

　　日本の東～東北方
A　に正偏差中心あり（9例）

　　日本南東のみに正
B　偏差中心あり　　（1例）

　　　　　　　倉
‘正偏差の位置による分類

1　日本の東で逆行後順行（6例）

1唱綴蕨潔在（2例）
一1皿日本の西で逆行後順行（・例）1

刊南西より北東進 （1例）
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正偏差域の移動による分類
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第3表　大雨半旬の前後2半旬以内における50。N，1800Eの半旬平均気圧最大正偏差

気圧偏差（mb）

回 数

0～2　　　　2～4　　　　4～6　　　　6～8　　　　8～10

1 1 0 0 7

第4表　500N，1800Eの半旬平均気圧偏差がはじめて十8mb以上になった半旬の前後に

　おける名古屋における半旬雨量50ミリ以上の回数

全ケース

6半旬前　5〃　4”　3”　2”　1”

0 1　　5　　3　　5　　0

逆行ケースt・ 0　　1　　2　　2　　0

瞬半旬

3

0

1半旬後　2〃　3〃　4〃　5〃　6〃ケースの回数

4 6　　3　　2　　2　　0 13

11 4　　1　　0　　1　　0 4

N，1800E付近における顕著な気圧上昇およびその付近

における逆行運動（西方への伝播）に関連している．そ

こで次に50。N，180。E地点の半旬平均気圧平年偏差を

予想因子としてとりあげ大雨の予想の可能性にっいてし

らべた．

　まず前記の大雨10例中，例外の1例（第1表のNo．10

のケースで，第2表ではB型と分類されたもの）を除く

　9例にっいて500N，180。Eの気圧変化を調べてみると

大雨半旬の前後2半旬以内の半旬平均気圧正偏差の最大

値は第3表のようになり，大雨は一応8mb以上の偏差

と関連が深いことがわかった．

　そこで，次に逆に500N，1800Eの半旬平均気圧偏差

が十8mbまたはそれ以上になったすべての揚合にっい

て大雨が発現する率がどの程度であるかを調べた．

　500N，1800Eの半旬平均気圧偏差がはじめて＋8mb

以上（はじめてというのは前の半旬で8mb以下を意味

する）になった半旬は調査期間中に13回あった．もちろ

ん，このうち7ケースは前表に示した大雨と関連したも

のであるから限界値として8mbをとると約半分のケー

スが東海地方の大雨と関連したケースになる．

　さて，この13個の半旬の前後における降水量の変動の

、模様をみるため，それらの半旬のそれぞれ6半旬前から

6半旬後までについて名古屋（代表点）の半旬降水量が

50ミリ以上になった回数の変化をしらべてみた．その結

果は第4表のようになった．すなわち，多雨の半旬は2

～4半旬前と1～2半旬後に集中しており，とくに2半

旬後には全ケースの約半分の場合に多雨となっている，

　さらにこの13ケースのうちで500E，1800Eではじめ

て＋8mb以上になった半旬において，それ以前の半旬

平均図から見て正偏差域の逆行（西進）が示されている

場合（4回あった）にはすべて2半旬後に多雨となって

ヤ・た．

1964年2月

　なお，500N，1800Eにおける顕著気圧上昇以前に大

雨しばしば発現している点については，個々のケースを

しらべてみると，500N，1800E付近の高圧部が東西方

向に4～5半旬で振動をくりかえすことがあり，このた

め見かけ上2半旬前に大雨があらわれていること（1961

年，1962年はその例であり，1例として1962年のものを

第6図に示す），および正偏差域が日本の北西方より順行

（東進）を続けるケースでは500N，180。Eの気圧が高
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第6図50。Nの半旬平均地上気圧偏差東西変動図

　1962年単位mb左側は名古屋半旬降水量mm

くなる2～4半旬前に日本の北方で気圧が高まり，北高

型の天候があらわれていることに起因している．

　5．　む　す　び

　以上述べたように，梅雨期の東海地方の大雨は半旬平

均気圧揚からみると日本のはるか東方，500N，1800E付

近における顕著な気圧上昇（その大部分は逆行運動を示
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す）と密接な関係があるので，大雨予報にはこの地域の

気圧変動に着目することが必要である．

　今後さらに検討を要するが，一応予報則として「50。

N，1800E付近で半旬平均気圧が8mb以上になったら大

雨の可能性を検討する必要があり，とくにその正偏差域

の逆行が示されている揚合にはその2半旬後（すなわち

翌々半旬）に大雨または多雨が発現する」と考えてよい

ようである．

　ところで，前報告で明らかにしたように寒候期に中部

日本付近へ襲来する大寒波には高緯度リッジの発現が先

行するが，とくに持続的な大寒波は，この緯度リッジの

発現がアラスカ方面からのリッジの逆行に起因している

揚合が多い1）・4），5）・6）．

　さらに今回明らかにしたように梅雨期の東海地方の大

雨もまた日本のはるか北東方の高圧部の逆行に関連した

ものが多い．

　したがらて，寒候期にも梅雨期にも北東方の顕著高圧

部（上層ではリッジ）の逆行が日本付近に異常天候をも

たらしていることになる．

　かくして，この種の逆行波の動態をより一般的に把握

することは天候予想上きわめて重要であると考えられ

る．この点にっいては次の機会に報告したい．

　これらの間題について調査の機会を与えられ，また日

頃ご指導ご討議をたまわる矢木予報課長はじめ予報課の

皆様に感謝の意を表する．
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　　気i象台資料

5）　加藤久雄，1956：1954年1月末の低温（特に偏

　　西風帯の振動との関係），東海地方気象研究会誌

　　10，No．1
6）　加藤久雄，1961：1ヵ月予報の検討資料，その

　　2．寒候期における気温変動の機構とその予報

　　法，昭和35年度全国暖候期季節予報検討会名古

　　屋地方気象台追加資料

　　　　　　気象界消息

1．小林，関口，村松3氏，渡米

　気象研，小林寿太郎，気象庁高層課，関口理郎，高層

気象台，村松久史の3氏は1月25日，オゾンゾンデの比

較観測その他の業務のため，アメリカに向け出発した．

2．大寒の寒さ

　1月21日，大寒の日，日本海側の雪と太平洋側の晴の

典型的な冬型の天気となって，東京一2．8。C，名古屋一

4。C，大阪0。Gと平年値より2．3度低い寒波におそわれた．

5．ブラジルの洪水

　1月22日，リオデジャネイ・からの報告では，突然ふ

りだした大雨のために，ミナスゲレエ州の北東部にある，

Jequitinhpnha川の峡谷地方に洪水が発生し，60人以上

の人命が失われたとのことである．

4．千葉の初雪

　東京では2度目，千葉では初めての雪が1月25日朝，

聞東一帯を白くそめた．御殿揚の積雪は5cmであった

が，天城山脈では15cmとなった．この日は大島三原山

の積雪は30cmとのことであった．

5．カシミールの地震

　くわしいことは不明とのことであるが，1月28日，カ

　30

シミヤで有名なカシミール地方に大さな地震があったと

報じられた．

6．南アフリカのトルネード

　ヨハネスブルグからの報道では1月28日，南アフリカ，

トランバ’一ル地方の東部の農村Hendrinaにトルネード

がおそったとのこと．通信線が破懐され，詳細不明との
こと．

7．1月中の東京の雨量

　令年1月の東京の降水量は128．2mmで，1875年開設

以来の新記録の多量に達した。今までの最高は1898年の

126．9mmでさった．

8．工トナ山の活動
　　　　　　も　そ
　伯爵夫人の裳裾で，気象界に知られているイタリーの

エトナ山は2月2日，中央火口が溶岩を噴火させ，東斜

面に約2マイルの流れを作ったとのこと．

9．カナダ東部の嵐

　2月9日，カナダの東海岸に130M．P．H（58m／s）の

強風を伴う嵐が襲い，家屋の屋根がふきとばされたとの

こと．

10．フィリッピンの洪水

　2月17日，フィリッピン，ミンダナオ島に洪水がおこ

り，タバオ地区の死者は34名にのぼったとのことである．
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